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宋
代
初
期
の
殿
試
に
於
け
る
状
元
決
定
の
方
法
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒

　
　

木

宋
太
組
開
賓
八
年
八
八
殿
試
の
制
度
確
立
せ
ら
‰
省
試
合

格
の
進
士
を
殿
前
に
親
試
し
、
そ
０
進
士
第
一
番
を
状
元
と
呼

ぶ
事
と
な
っ
だ
の
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
状
元
と
し
て
登
第

す
る
こ
と
は
士
人
と
し
て
此
０
上
も
な
き
本
懐
で
あ
り
、
洋
々

と
し
た
前
途
が
僕
っ
て
ゐ
た
。
宋
太
宗
朝
に
於
て
は
直
ち
に
知

　
　
　
　
　
　

③

邸
に
任
せ
ら
れ
、
武
宗
朝
に
至
っ
て
は
状
元
に
は
特
に
金
１
　
司

に
命
じ
て
七
人
０
脇
従
を
給
せ
し
め
、
傅
呼
し
て
街
街
を
行
進

す
る
を
許
し
た
が
、
こ
れ
が
所
謂
「
状
元
列
遊
綻
街
之
制
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③

濫
胞
で
あ
る
と
い
は
れ
る
。
殿
試
０
唱
名
賜
第
畢
る
や
、
進
士

が
天
子
よ
り
の
賜
物
を
捧
げ
て
期
集
所
０
宴
に
赴
く
が
、
知
己

親
戚
が
之
を
出
迎
へ
、
お
祭
騒
ぎ
を
演
じ
た
様
で
、
な
か
で
も

富
豪
の
家
で
は
ヽ
採
４
　
を
張
り
続
ら
し
て
之
を
縦
観
し
、
進
士

の
年
少
に
し
て
未
だ
狽
身
０
者
は
往
々
こ
の
途
中
、
い
ち
早
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④

も
婿
に
揮
ば
れ
た
と
傅
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
従
Ｑ
．
て
、
舷
元
が
も

就

い｀

て
敏

　
　

一

つ
と
も
衆
目
を
聚
め
た
で
あ
ら
う
こ
と
は
想
察
に
難
く
な
に
い
。

か
く
の
如
き
近
世
士
人
至
上
の
面
目
で
あ
り
世
間
羨
望
の
的
た

る
状
元
以
下
進
士
の
成
績
が
殿
試
に
於
て
如
何
な
る
方
法
で
審

査
き
れ
、
優
劣
が
決
定
さ
れ
る
０
で
あ
る
か
、
蓋
し
興
味
の
焦

鮎
た
る
を
失
は
な
い
。

　

宋
初
、
廷
試
に
は
詩
賦
を
以
て
親
試
し
、
太
宗
朝
に
至
っ
て

論
を
。
増
し
、
詩
賦
論
（
之
を
三
題
と
言
ふ
）
を
以
て
試
み
、
祁
宗

朝
に
至
っ
て
詩
賦
論
を
罷
め
、
専
ら
策
を
も
っ
て
親
試
す
る
に

　
　
　
　
　
　

⑤

改
め
ら
れ
た
が
、
殿
試
０
施
行
並
び
に
成
績
審
杏
に
開
す
る
規

則
た
る
所
謂
親
試
進
士
條
制
が
創
定
さ
れ
た
賀
宗
朝
ま
で
０
殿

試
に
於
け
る
成
績
審
査
０
次
第
と
、
舷
元
決
定
の
方
法
を
観
よ

う
と
す
る
の
が
こ
の
小
篇
の
目
的
で
あ
る
。

　

宋
代
で
は
殿
試
の
成
績
審
査
法
を
明
文
０
上
に
詳
細
明
瞭
に

規
定
し
た
○
は
真
宗
朝
に
於
て
親
試
條
制
が
は
じ
め
て
成
文
と

-5(1



し
て
出
来
上
っ
た
時
で
あ
っ
た
。
一
碧
、
翼
宗
朝
迄
は
宋
０
科

場
條
制
は
未
だ
整
備
し
て
ゐ
な
か
っ
た
。
葉
夢
得
石
林
燕
語
巻

五
に

　

國
初
貢
阜
法
未
備
。
ｌ
一
一
Ｉ
φ
Ｉ
天
禧
後
立
法
。
一
一
ゆ
Ｉ
一
一
慶
暦
以
来
條

　

令
日
備
。

と
見
え
、
椿
資
治
通
鑑
長
編
Ｊ
Ｅ
仁
宗
慶
暦
二
年
二
月
の
條
に

　

知
制
諭
冨
弼
曰
。
國
家
沿
隋
唐
設
進
士
科
。
自
咸
千
景
徳
已

　

来
篤
法
尤
密
。
蹟
於
前
代
。

と
あ
り
、
欧
陽
脩
鯖
田
録
巻
二
に

だ
義
か
な
り
」
と
の
注
告
を
受
け
た
に
も
不
拘
、
之
に
耳
を
籍

さ
な
か
っ
た
程
の
秤
眼
尊
重
主
義
者
ｒ
あ
っ
９
　
彼
が
科
挙
に

熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
は
皇
朝
編
年
綱
目
備
要
誉
二
太
平
興
國
八

年
三
月
の
條
に
、

　
　
　
　
　

、

　

上
因
謂
近
臣
曰
。
朕
親
選
多
士
。
殆
忘
飢
渇
。
召
見
臨
問
。

　

以
観
非
才
。
抜
而
用
之
。
云
々
…
…

と
あ
り
’
　
　
Ｗ
ｉ
.
長
編
心
二
雍
煕
四
年
十
一
月
の
條
に
も

　

雍
煕
初
。
貢
眼
人
集
囲
下
者
。
殆
脆
萬
計
。
磯
部
考
合
格
奏

　
　
　
　

Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

　

Ｉ

　
　

Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
一

　

一
Ｉ
Ｉ
一

　

一
一
～
Ｉ

名
。
侭
不
減
千
人
。
上
白
日
一
及
夕
。
臨
軒
閔
試
。
累
日
方
畢
。

箕
宗
尤
重
信
學
・
今
科
場
條
制
皆
富
時
所
定
（
皿
皿
皿
匪
か
）

　
　
　

’
宰
相
厘
請
以
春
官
之
職
・
諭
于
有
司
。
十
二
月
卿
寅
朔
。

と
言
っ
て
、
い
づ
れ
も
宋
初
の
二
代
（
太
組
太
宗
）
に
於
て
は
未

だ
宋
の
科
場
の
法
が
條
令
と
し
て
整
備
さ
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
こ

と
を
傅
へ
て
ゐ
る
。
わ
づ
か
に
太
咀
の
時
に
諸
州
の
醗
解
條
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥

（
宋
史
選
雄
志
に
よ
れ
ば
貢
畢
條
法
）
が
制
定
せ
ら
れ
た
が
、
そ

れ
以
外
に
科
雄
の
成
文
的
規
則
の
成
立
に
つ
い
て
記
し
た
記
事

は
文
献
に
見
富
ら
な
に
い
。
次
の
太
宗
朝
も
同
様
の
こ
と
が
言
へ

る
。
た
ゞ
し
太
宗
は
周
知
０
如
く
文
治
主
義
を
以
て
大
い
に
文

官
を
任
用
し
、
彼
が
印
位
後
第
一
回
０
科
學
を
行
う
た
太
平
興

　
　

國
二
年
七
心
に
は
進
士
科
諸
科
合
牡
五
百
有
詮
人
の
登
第
を
許

2
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し
ヽ
側
近
か
ら
「
人
を
取
る
事
大
だ
多
く
、
人
を
用
ふ
る
事
太

宰
相
厘
請
以
春
官
之
職
。
飼
于
有
司
。
十
二
月
卿
寅
朔
。
乃

詔
自
今
歳
命
春
官
知
貢
阜
。
如
唐
室
故
事
。

　

ユ
皿
賢
君

　

史
倦
一
五
五

　

選
単
一
略
同
）

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
彼
は
科
挙
に
於

て
断
片
的
に
は
多
く
の
新
し
い
制
度
規
則
の
制
定
も
行
っ
て
ゐ

る
。
例
へ
ば
Ｉ
主
な
る
も
の
を
あ
げ
る
と
Ｉ
一
、
二
年
お
き
に

　
　
　
　
　
　
　

⑧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑨

貢
翠
を
行
ふ
こ
と
、
進
士
を
三
甲
を
分
っ
こ
と
、
殿
試
後
に
唱

　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑨

名
賜
第
を
行
ふ
こ
と
殿
試
に
於
て
糊
名
法
を
探
用
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

試
験
後
の
賜
宴
賜
詩
同
出
身
の
制
等
い
づ
れ
も
彼
の
創
め
た
新

規
則
で
あ
っ
た
。
か
Ｘ
る
科
學
重
覗
主
義
の
、
太
宗
も
殿
試
に

於
け
る
成
績
審
査
法
を
成
文
と
し
て
制
定
す
る
に
は
至
ら
な
か
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印

　

っ
た
様
で
、
た
ゞ
臣
下
に
命
じ
て
優
劣
を
判
定
せ
し
め
た
程
度

２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
む

　
　
　

の
事
し
か
文
献
に
あ
ら
は
れ
て
来
な
い
。
而
し
て
成
績
審
査
の

　
　
　

こ
と
が
、
成
文
と
し
て
規
定
さ
れ
た
の
は
第
三
代
真
宗
朝
を
僕

　
　
　

た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
宋
史
匹
Ｅ
選
雄
一
景
徳
四
年
の
條
Ｏ

　
　
　

と
こ
ろ
に
、

　
　
　

尋
叉
定
親
試
進
士
條
制

　
　

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
た
ゞ
し
茲
に
は
「
始
め
て
」
と
言
ふ

　
　

文
字
は
見
え
な
い
が
、
少
く
と
も
こ
れ
が
記
録
０
上
で
の
宋
代

　
　

最
初
の
親
試
進
士
條
制
の
様
で
あ
る
。
た
ヾ
右
０
宋
史
の
書
き

　
　

方
が
一
兄
景
徳
四
年
制
定
さ
れ
た
如
く
見
ゆ
ろ
も
こ
れ
は
鋲
を

　
　

付
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
尋
叉
」
と
は
何
時
の
事
で
あ
る
か
、
そ

　
　

れ
は
決
し
て
景
徳
四
年
で
は
な
く
て
大
中
祚
符
四
年
の
殿
試
か

　
　

ら
で
あ
っ
て
ゝ
そ
れ
は
長
編
心
七
に
は
大
中
祚
符
四
年
十
一
月

　
　

丙
子
の
條
に
か
け
て
「
上
御
崇
政
殿
親
試
進
士
○
゛
゜
゛
・
゛
‘
内
出
新

　
　

か
か
１
　
」
と
あ
り
ヽ
宋
曾
要
稿
（
皿
９
　
芒
親
試
に
ａ
同
じ
く

　
　

祚
符
四
年
の
條
檻
殿
試
の
こ
と
を
記
し
た
次
に
「
遣
中
使
庸
新

　
　

定
條
制
示
之
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
り
う
る
の
で
あ
る
。

　
　

さ
て
宋
史
に
依
れ
ば
そ
の
親
試
進
士
條
制
の
内
容
は
次
の
如
く

　
　

で
あ
る
。
印
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

´

　
　
　
　

Ｉ
Ｉ
Ｓ

　
　

Ｉ

　

１
１
１
１
１

　
　

Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

　
　

Ｓ
・
Ｓ
Ｓ

　
　
　
　

凡
策
士
。
即
殿
両
嘸
張
帑
。
列
几
席
標
姓
名
其
上
。
先
一
日

　

Ｓ
Ｉ

　

１
１
１
１
Ｓ
ｉ

　

ｌ
Ｉ
Ｓ
～

　

Ｉ

　
　

Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｉ

表
具
次
序
掲
示
閥
外
。
翌
日
ね
圓
下
。
乃
入
就
席
。
試
巻
内

　

臣
牧
之
。
付
編
排
官
。
去
共
巻
首
郷
貫
状
。
別
以
字
彼
第
之
。

　

付
封
禰
官
。
謄
寫
校
勘
。
用
御
書
院
印
。
付
考
官
定
等
。
畢

　

復
封
佃
。
逍
覆
考
官
。
再
定
等
。
編
排
官
閔
共
同
異
。
未
同

　

者
再
考
之
。
如
復
不
同
郎
以
相
附
近
者
篤
定
。
始
取
郷
貫
状

　

字
覗
合
之
。
卯
第
其
姓
名
差
次
。
井
試
巻
以
聞
。
共
考
第
之

　

制
。
凡
五
等
。
學
識
優
長
詞
理
精
純
篤
第
一
。
才
思
該
通
文

　

理
周
率
篤
第
二
。
文
理
倶
通
篤
第
三
。
文
理
中
平
篤
第
四
。

　

文
理
疏
浅
篤
第
五
。

と
あ
る
。
而
し
て
長
編
１
-
　
１
Ｅ
匹
い
及
び
同
書
琵
４
　
ま
一
心
に
よ
れ
ば

右
の
規
定
は
大
中
祚
符
四
年
に
於
て
悉
く
制
定
せ
ら
れ
た
の
で

は
な
く
、
右
文
中
榜
鮎
線
０
部
分
は
大
中
祚
符
元
年
夏
四
月
に
、

そ
れ
以
下
は
大
中
祚
符
四
年
十
一
月
に
制
定
さ
れ
た
事
を
知
る

従
っ
て
宋
代
最
初
の
親
試
進
士
條
制
が
完
成
し
紀
の
゛
右
の
条
川
て

は
大
中
祥
符
四
年
四
月
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　

今

　
　

。
’
‘
節
Ｉ

よ
っ
て
阜
人
の
試
巻
は
如
何
な
る
方
法
を
以
て
審
査
さ
れ
た
か

を
按
じ
て
見
よ
う
。

　

提
出
さ
れ
た
答
案
は
最
初
編
排
官
に
よ
っ
て
、
其
の
郷
貫
の

状
０
部
分
を
抹
殺
さ
れ
、
宇
競
を
つ
け
て
封
禰
官
に
廻
付
さ
れ

て
、
こ
こ
で
謄
寫
校
勘
し
、
御
書
院
印
を
以
て
捺
印
し
、
考
官

０
と
こ
ろ
へ
。
廻
さ
’
れ
る
。
考
官
が
そ
こ
で
始
め
て
奢
案
を
審
査
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し
、
優
劣
上
下
を
つ
け
Ｉ
る
。
詑
れ
ぱ
復
た
封
禰
し
た
上
で
覆
考

　
　

官
０
許
へ
廻
送
し
、
こ
．
ｉ
で
別
に
上
下
の
等
級
を
定
め
る
。
詑

　
　

『
れ
ば
そ
０
結
果
を
編
排
官
が
検
閲
し
、
考
官
の
探
動
と
覆
考
官

　
　

の
探
鮎
と
が
喰
ひ
建
り
て
ゐ
る
時
は
も
う
一
度
探
鮎
０
や
り
直

　
　

し
を
す
る
。
や
り
直
し
の
結
果
が
ま
だ
不
同
で
あ
れ
ば
、
爰
協

　
　

的
に
除
り
等
級
の
差
の
な
い
所
を
移
動
さ
せ
て
順
位
を
決
定
す

　
　

る
。
こ
れ
で
答
案
の
審
査
は
全
部
終
了
し
、
始
め
て
郷
貫
姓
名

　
　

と
字
琥
と
を
つ
き
合
せ
、
そ
の
姓
名
の
と
こ
ろ
に
差
次
を
書
き

　
　

っ
け
て
答
案
と
共
に
天
子
に
奏
上
す
る
と
言
ふ
こ
と
に
な
っ
て

　
　

ゐ
る
。
宋
會
要
稿
選
畢
七
阜
士
十
三
親
試
の
條
に
よ
れ
ば
宋

　
　

代
、
考
官
と
覆
考
官
は
殿
試
に
先
立
っ
て
数
名
任
命
さ
轜
る
こ

　
　

と
に
な
っ
て
ゐ
た
。
こ
の
官
は
最
も
重
要
な
る
試
験
探
鮎
官
で

　
　

あ
る
が
、
右
０
如
き
答
案
審
査
法
に
よ
れ
ば
編
排
官
は
答
案
Ｏ

　
　

姓
名
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
升
降
等
級
を
審
査
決
定
す
る

　
　

幄
限
な
く
、
考
官
覆
考
官
は
升
降
を
行
ふ
が
、
姓
名
を
見
得
な

　
　

い
の
で
何
人
の
試
巻
で
あ
る
か
わ
が
ら
ぬ
。
そ
こ
で
不
正
を
防

　
　

止
す
る
事
が
出
来
る
わ
け
で
あ
る
。
以
上
の
如
き
方
法
に
よ
っ

　
　

て
成
績
が
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
さ
て
、
合
格
者
は
、
五
等

　
　

に
分
た
れ
第
一
等
者
は
學
識
優
良
、
詞
理
精
純
を
必
要
條
件
と

2
6

　

七
た
と
言
ふ
。
状
元
は
勿
論
そ
の
中
で
も
最
優
秀
者
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
わ
け
だ
。
’
が
、
長
編
四
八
箕
宗
大
中
祚
符
八
年
三

。
月
発
卯
條
に

　

故
事
富
賜
第
。
必
召
某
高
第
散
人
並
見
。
又
１
　
禅
其
材
質
可

　
　

‘
。
然

　
　
　
　

一

　

婦
田
録
巻
一
に
は
翼
宗
は
高
第
の
三
、
四
人

　

者

　

タ
’
後
賜
第

　
　

（

を
召
し
て
、
並
列
於
庭
。
更
察
其
形
祁
。
、
瓦

落
者
始
賜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

第
一
入
・
）

と
あ
り
、
そ
の
下
文
に
員
宗
の
と
き
蕭
貫
と
蔡
斉
と
が
召
見
さ

れ
、
蔡
斉
の
方
が
「
儀
舷
秀
偉
。
學
止
端
重
」
ｏ
故
に
、
状
元

と
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る
か
ら
人
物
も
大
い
に
參
考
さ
れ

た
と
考
へ
ら
れ
る
。

　

さ
て
以
上
の
如
く
親
試
條
制
ｏ
躍
立
に
よ
り
殿
試
に
於
け
る

成
績
判
定
は
賀
宗
朝
頃
非
常
に
組
既
ぜ
さ
れ
て
来
る
が
、
太
組

太
宗
一
廟
に
於
て
は
條
例
と
し
て
成
文
化
し
た
も
の
が
な
く
、

考
官
に
優
劣
を
決
定
さ
せ
る
と
き
、
試
巻
の
内
容
と
人
物
と
に

よ
る
外
、
答
案
を
早
く
提
出
し
訣
鮎
の
な
い
者
に
状
元
を
輿
へ

る
事
も
あ
っ
た
様
で
あ
る
。
王
明
清
の
玉
照
新
志
酪
に

　

宋
咸
茂
談
録
云
。
祖
宗
以
来
。
殿
試
用
三
題
。
認
以
先
納
巷

　

子
無
難
犯
篤
魁
。

と
あ
り
、
ま
た
鯖
田
録
べ
に
も
太
宗
が
省
子
の
提
出
早
き
も
の

に
舷
元
を
輿
ｙ
た
。
こ
と
を
記
し
ヽ
長
編
。
尊
二
太
宗
淳
化
三
年
三

月
戊
戌
の
條
に
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上
御
崇
政
殿
覆
試
合
格
進
士
。
先
是
胡
Ｂ
一
、
蘇
易
簡
、
王
世

　

則
、
梁
瀬
、
陳
尭
叟
。
皆
以
所
試
先
進
擢
上
第
。
由
是
士
乎

　

習
浮
華
。
恂
敏
速
。
或
一
刻
散
詩
。
或
一
日
十
賦
○
‘
゜
”
゛
”
‘
’

　

會
稽
銭
易
時
年
十
七
。
日
未
申
所
試
三
題
皆
就
。
言
者
指
其

　

軽
俊
特
訓
之
。

と
あ
る
。
右
長
編
０
記
載
文
に
見
ゆ
る
胡
日
　
　
　
は
太
平
興
國
三
年

の
状
尤
で
蘇
易
簡
は
太
平
興
國
五
年
０
舷
元
、
王
世
則
は
太
平

興
國
八
年
の
舷
元
、
梁

二
年
の
舷
元
で
あ
っ
た

等
が
早
く
試
巻
を
提
出

影
響
で
進
士
が
答
案
を
速
成
し
た
こ
と
、
ま
た
除
り
早
く
出
し

す
ぎ
て
却
っ
て
落
第
さ
せ
ら
れ
た
者
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
。
し

か
ら
ば
畢
人
｀
が
試
験
答
案
を
同
時
に
出
し
た
場
合
に
は
ど
う
な

る
か
と
言
ふ
と
、
そ
こ
迄
詳
し
い
記
事
は
な
い
。
た
ゞ
、
太
組

の
時
で
あ
る
が
、
太
祖
が
角
力
を
と
ら
せ
て
決
定
し
た
話
が
沫

水
紀
聞
巻
三
及
び
玉
照
新
志
酪
に
見
え
て
ゐ
る
。

　

沫
水
紀
聞
に
よ
れ
ば

　

王
嗣
宗
扮
州
人
。
太
祖
時
。
畢
進
士
。
異
趙
昌
言
孚
状
元
于

　

殿
前
。
太
祖
乃
命
二
万
八
手
押
。
約
勝
者
呉
之
。
昌
言
髪
禿
。

　

嗣
宗
殴
其
喫
頭
墜
地
。
趣
前
謝
曰
。
臣
勝
。
之
。
上
大
笑
。
部

　

以
嗣
宗
篤
状
元
。
昌
言
次
之
。

と
あ
る
。
い
ざ
角
力
と
言
ふ
こ
と
に
な
っ
て
王
嗣
宗
は
奇
襲
戦

法
を
用
ひ
て
昌
言
の
被
れ
る
僕
頭
（
士
大
夫
の
帽
子
）
を
殴
っ

だ
。
と
こ
ろ
が
昌
言
は
禿
頭
で
あ
っ
た
の
で
難
な
く
幌
頭
が
落

ち
た
。
王
嗣
宗
が
大
組
の
御
前
に
進
み
出
て
勝
ち
名
乗
り
を
あ

げ
、
大
組
が
大
い
に
笑
っ
て
嗣
宗
に
牡
元
を
輿
へ
た
と
言
ふ
の

で
あ
る
。
た
ゞ
し
、
こ
の
紀
聞
の
文
中
に
は
二
人
が
同
時
に
提

出
し
た
と
は
書
い
て
な
い
が
、
玉
照
新
志
に
よ
る
と
、
そ
れ
が

と
に
な
つ
て
ゐ
る
。
即
ち
同
書
巻
四
に
曰
く
、

　

開
賓
八
年
廷
考
。
王
嗣
宗
具
陳
識
皆
納
賦
巻
。
曇
組
命
二
人

　

角
力
以
乎
之
。
而
嗣
宗
勝
焉
。
而
嗣
宗
遂
居
第
一
名
。
而
以

　

識
篤
第
二
人
。

　

王
明
清
は
こ
の
文
の
続
き
に
、
王
嗣
宗
の
角
力
の
相
手
を
趙

昌
言
だ
と
す
る
司
馬
光
は
考
へ
違
ひ
を
し
て
ゐ
る
。
何
と
な

れ
ば
趙
昌
言
は
太
宗
０
太
平
興
國
四
年
胡
日
一
の
榜
の
第
二
人
で

あ
る
か
ら
と
言
ふ
。
宋
史
心
七
王
嗣
宗
の
傅
に
よ
る
と
、
司
馬

’
光
の
言
ふ
如
く
殿
試
０
時
に
王
嗣
宗
が
角
力
を
と
つ
た
相
手
は

趙
昌
言
に
な
つ
て
ゐ
る
。
宋
史
一
　
　
一
一
七
趙
昌
言
Ｑ
傅
に
は
角
力
○
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こ
と
は
見
え
な
い
が
、
太
平
興
國
三
年
進
士
に
畢
げ
ら
れ
た
と

言
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
太
平
興
國
四
年
に
は
殿
試
を
受
け
た
事
は

間
違
な
い
。
何
と
な
れ
ば
宋
代
で
は
原
則
と
し
て
郷
試
は
八
月

頃
に
省
試
は
春
試
と
言
っ
て
翌
春
行
は
れ
、
殿
試
は
省
試
の
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぷ

後
に
行
ふ
を
常
則
と
し
て
ゐ
る
か
ら
、
昌
言
が
太
平
興
國
四
年

胡
日
一
の
榜
の
第
二
人
で
あ
っ
た
と
す
る
王
明
清
の
脆
は
成
立
す

る
。
そ
こ
で
、
一
息
司
馬
光
ｏ
流
水
紀
聞
が
間
違
・
ひ
で
、
王
明

清
の
玉
照
新
志
が
正
し
い
様
で
あ
る
が
、
た
？
王
明
清
の
言
ふ

王
嗣
宗
の
角
力
相
手
た
る
陳
識
と
は
如
何
な
る
人
物
で
あ
る

か
、
列
傅
も
な
く
不
明
で
あ
る
事
を
遺
憾
と
す
る
。

　

さ
て
太
祖
が
果
し
て
角
力
に
よ
っ
て
状
元
を
決
す
る
が
如
き

聊
か
芝
居
じ
み
た
方
法
を
賓
際
選
ん
だ
か
否
か
、
か
ｘ
る
逸
話

的
史
賓
は
長
編
に
も
見
え
て
ゐ
な
い
し
、
他
ｏ
文
献
に
も
見
営

ら
な
い
。
た
ゞ
司
馬
光
の
流
水
紀
聞
一
一
に
は
、
王
嗣
宗
が
翼
宗

０
寵
遇
を
受
け
し
處
士
稀
放
な
る
者
か
ら
「
君
は
手
樽
を
以
て

状
元
を
得
る
耳
。
何
ぞ
道
ふ
に
足
ら
ん
」
と
罵
ら
れ
、
大
い
に

怒
っ
て
神
放
を
悪
し
様
に
員
宗
に
上
疏
し
た
と
言
ふ
後
日
譚
を

載
せ
２
９
　

　
　
　

以
上
、
宋
代
初
期
０
殿
試
に
於
け
る
状
元
決
定
の
方
法
に
つ

2
6

　

い
て
述
べ
た
が
、
要
す
る
に
答
案
を
早
く
提
出
し
た
者
に
優
先

的
に
鴛
元
を
県
へ
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
、
人
物
も
大
い
に
參
考
。

せ
ら
れ
、
逸
話
的
だ
が
手
傅
を
以
て
舷
元
を
具
へ
た
奇
抜
な
方

法
も
あ
っ
た
事
が
判
る
の
で
あ
る
。
太
胆
は
角
力
を
以
て
、
太

宗
は
答
案
提
出
の
遅
速
で
、
員
宗
は
主
と
し
て
人
物
の
外
見
に

よ
り
決
定
し
た
が
、
各
々
そ
０
政
策
０
相
違
が
興
味
深
く
眺
め

ら
れ
る
。

　

〔
註
〕

　

の
緬
灸
治
鑑
長
編
巻
一
六
開
賓
八
年
二
月
戊
辰
、
宋
會
要
稿
選
挙
七

　
　

挙
士
十
三
親
試
、
文
献
通
考
巻
三
〇
選
挙
三

　

及
拙
稿
「
宋
代
に

　
　

於
け
る
殿
試
成
立
の
事
情
」
東
亜
人
文
學
報
三
ノ
ニ
。

　

回
文
献
洒
考
巷
三
〇
選
雄
三
太
平
興
國
八
年
條
。

　

④
長
編
巻
八
四
大
中
祥
符
八
年
三
月
苑
卯
。
特
詔
金
吾
。
給
七
歳
出

　
　

雨
節
傅
呼
。
因
以
認
例
。
宋
史
泰
二
八
六
蔡
１
　
傅
。
咳
義
叢
考
巻

　
　

二
九
状
元
榜
限
探
花
の
條
「
後
世
状
元
列
忙
遊
街
之
制
所
由
肪
也
」

　

④
周
密
、
「
唱
名
記
」
中
に
「
自
東
華
門
至
期
集
所
。
富
家
貴
邸
競
列

　
　

繰
幕
縦
狐
。
其
有
少
年
未
有
室
家
者
。
亦
徒
往
於
此
掃
槽
焉
」

　

④
太
祀
朝
に
於
て
は
詩
賦
で
廷
試
に
於
て
試
嶮
し
（
宋
會
要
稿
選
挙

　
　

七
挙
士
十
三
親
試
）
、
太
宗
太
不
興
國
三
年
以
後
、
之
に
論
一
首

　
　

を
加
へ

　

（
長
編
泰
一
九
、
太
４
　
興
國
三
年
九
月
甲
申
朔
）
ま
仁
神

　
　

宗
朝
煕
寧
三
年
専
ら
親
試
に
策
を
用
ひ
る
こ
と
／
'
　
ｉ
＾
^
三
題
を
罷

　
　

む
。
（
通
考
巻
三
一
挙
四
、
皇
朝
編
年
綱
目
備
凄
巻
十
八
）
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⑥
長
編
泰
五
乾
徳
二
年
九
月
発
未
、
樅
知
改
畢
炭
多
遜
言
。
諸
州
所

　

助
士
斂
盆
多
。
乃
約
周
顧
徳
之
制
。
定
登
解
條
例
及
殿
罰
之
式
。

　

以
懲
濫
進
。
詔
頒
行
之
。
宋
史
ゼ
一
五
五
選
畢
一
、
是
年
諸
州
所

　

薦
士
数
益
多
。
…
…
－
疋
諸
州
。
貢
み
條
法
及
殿
罰
之
式
。

⑦
長
編
泰
一
八
太
平
興
國
二
年
春
正
月
條
、
文
献
通
考
泰
三
〇
逃
畢

　
　

三
、
皇
朝
編
年
綱
目
備
嬰
泰
二
、
宋
會
要
稿
逍
畢
七
畢
士
十
三
親

　
　

試
、
皆
略
同
文
。
今
備
要
に
よ
れ
ば
「
二
年
春
正
月
親
試
畢
人
。

　
　

上
初
印
位
。
思
振
滞
沌
。
顧
謂
侍
臣
日
。
喉
欲
博
求
俊
彦
於
科
場

　
　

中
。
…
…
於
是
綾
部
上
所
試
合
格
人
姓
名
。
上
御
講
武
殿
覆
試
。

　
　

内
出
詩
賦
題
Ｑ
：
”
’
｀
命
李
防
屋
蒙
定
其
艇
劣
認
三
等
。
…
凡
五
百

　
　

他
人
。
蔀
居
正
等
言
。
以
人
太
多
用
人
太
験
。
不
聴
。

⑧
皇
朝
偏
年
綱
目
備
要
倦
三
、
太
平
興
國
三
年
秋
九
月
條
。
自
是
毎

　

間
一
年
或
二
年
乃
置
貢
畢
。

⑧
宋
史
巻
一
五
五
太
牛
興
閥
八
年
、
進
士
始
分
三
甲
。

⑩
皇
朝
偏
年
綱
目
備
嬰
泰
三
、
雍
煕
二
年
三
月
。
親
試
雁
人
。
始
唱

　
　

名
賜
第
。

⑥
同
右
書
巻
四
、
淳
化
三
年
三
月
、
親
試
皐
人
。
初
糊
名
考
校
。

⑥
宋
朝
事
賞
泰
一
四
科
目
の
條
、
『
錫
宴
、
自
（
太
平
興
閥
二
年
）
呂
蒙

　
　

正
榜
始
。
長
編
、
倦
八
太
平
興
國
二
年
春
正
ｎ
の
條
に
殿
試
後
開

　
　

賓
寺
に
於
け
る
賜
宴
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
、
皇
朝
編
年
卜
目
備

　
　

嬰
倦
Ξ
太
平
興
国
三
年
秋
九
月
親
試
単
人
の
註
に
日
く
、
始
賜
宴

　
　

於
迎
春
苑
。
同
書
巻
三
太
平
興
國
八
年
三
月
、
親
武
畢
人
の
註
に

　
　

日
く
、
賜
宴
始
就
現
林
苑
。
後
遠
鴉
條
例
。
宋
朝
事
賞
倦
一
四
科

　
　

目
條
、
賜
詩
、
太
平
興
閥
二
年
自
呂
蒙
正
榜
始
。
賜
同
出
身
、
自

　
　

（
太
平
興
國
八
年
）
王
世
則
榜
。

⑩
宋
會
嬰
稿
逃
米
七
亭
十
十
三
親
試
、
太
平
興
国
二
年
正
月
七
日
・
の

　
　

條
に
、
帝
（
太
宗
）
御
講
武
殴
試
磯
部
奏
名
進
士
○
’
：
”
’
命
翰
林
學

　
　

士
李
防
厄
蒙
聞
所
試
。
定
其
優
劣
三
等
。

⑥
阪
除
叢
・
考
窃
二
八
試
期
の
條
に
「
沈
作
詰
寓
簡
。
宋
初
疲
解
進
士

　
　

率
以
秋
季
引
試
。
無
定
期
」
と
あ
り
、
ま
尤
「
夷
堅
志
。
春
試
向

　
　

例
在
正
月
。
淳
煕
十
四
年
庚
戌
。
以
首
春
雪
寒
。
恐
遠
方
来
者
息

　
　

期
。
特
腱
牛
月
。
此
宋
時
秋
試
在
八
月
。
春
試
在
二
月
之
源
流

　
　

也
」
と
あ
る
。
ま
仁
、
宋
李
薦
「
師
友
談
記
’
一
巻
一
に
「
東
披
云
。

　
　

國
朝
試
科
目
昔
在
八
月
中
旬
頃
」
と
見
ゆ
。

⑩
神
放
以
處
士
召
見
秤
官
。
れ
宗
待
以
殊
鰹
。
名
動
海
内
。
後
請
婦

　
　

終
南
山
。
侍
恩
階
侶
甚
。
王
嗣
宗
時
知
長
安
。
見
通
詞
以
下
群
昇

　
　

譲
。
放
小
傀
垂
手
技
之
而
巳
。
嗣
宗
内
不
平
。
放
召
其
姪
。
出
秤

　
　

嗣
宗
ｏ
嗣
宗
坐
受
之
・
放
怒
・
嗣
宗
日
・
向
者
通
判
以
下
秤
君
・

　
　

君
扶
之
両
巳
。
此
白
丁
耳
。
嗣
宗
状
元
及
第
。
名
位
不
頼
。
胡
篤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｉ
ｉ
ｉ
ｓ
ｓ
ｌ
ｉ
ｉ

　

ｘ
ｉ
ｉ
ｓ

　
　

不
得
坐
受
其
秤
。
放
日
。
君
以
手
樽
得
状
元
耳
。
何
足
道
也
。
嗣

　
　

宗
怒
途
上
疏
言
。
放
賞
空
疏
。
才
識
無
以
喩
人
。
専
飾
詐
巧
盗
虚

　
　

名
。
陛
下
諒
疆
放
。
擢
認
願
官
。
臣
恐
天
下
籾
盗
益
長
脆
侭
之

　
　

風
。
且
陛
下
召
菰
野
。
野
閉
門
避
匿
。
而
放
陰
結
襟
貴
。
以
自
薦

　
　

瞳
。
因
快
摘
放
陰
事
敷
條
。
上
雖
不
之
問
。
而
待
放
之
意
度
衰
。
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